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 戦後から 1975 年頃には、東海道新幹線や高速道路網などインフラの整備が進んだこと
や、東京オリンピック、大阪万博など高度経済成長下で大きなイベントがあったことで、
京都観光は黄金期を迎えた。しかし、1975 年以降は、京都の魅力は相対化した。 





観光客が増加している。一方、京都は大都市としての地位は 2006 年末現在全国第 7 位で
あり、彼ら大都市の観光客は、都会としての京都に対して、大きな期待は持っていない。 
 また、外国人の京都訪問比率も、近年上昇に転じてはいるが、1985 年以降、低水準であ






 京都は、「観光客 5000 万人構想」を掲げている。京都市産業観光局の『京都市観光調査
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（出所）京都市産業観光局『京都市観光調査年報 2006 年』p.6。 
 
 
 同年報によれば、京都の観光客の特徴としては、約半数が 50 歳以上、女性客が 6 割以
上であること、さらに、近畿圏からの客が 60％超を占めることが挙げられている。さらに、
10 回以上訪問のリピーターが 57％にものぼるという点は重要であろう。「5～9 回」とい
う回答者も含めると、約 9 割がリピーターである（図 2）。1970 年代の「ディスカバー・
ジャパン」の顧客「アンノン族」の回帰も一因と推測される。 
 再訪率が高いことと関連して、訪問先は多様である。大観光地である清水寺の訪問率は
20.8%、嵐山 15.8%、知名度のある平安神宮でも 6.0%にとどまっている。 
 一方、外国人観光客は 80 万人、うち 3 割が米国から、ついで台湾、韓国、中国と続く。
入洛者中の外国人観光客の割合はわずか 1.7％と、「国際的観光地」としては低水準である。
訪日外国人旅行者総数の 10.9%が宿泊客として京都を訪問している。3   
 
                                                  
3 京都観光客の特徴をまとめると、以下の通りである（京都市産業観光局『京都市観光調査年報 2006
年』）。①約半数が 50 歳以上、女性客 6 割以上、②10 回以上訪問のリピーターが 57％、③近畿圏からの
客が 60％超を占める、④日帰りは全体の 73%、⑤観光消費総額 6,371 億円、⑥１人当たり平均消費額
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図 2 京都への観光客の訪問回数別割合 
 
           注：鉄道、乗用車の利用者へのサンプル調査 

































































































 表 1 は、京都ブランド確立のための官民学のプロジェクトの一覧である。 















の「地域団体商標」は、全国 307 件中、44 件が京都のもので、全都道府県中最高レベル
である（2006 年 10 月現在、表 2 参照）。「京友禅」「京漬物」「京くみひも」「宇治茶」「京
の伝統野菜」などが、地域ブランドとして登録された。 
 
表 1 「京都ブランド」確立のための産官学の試み 
2001 年 1 月 「新風館」オープン セレクトショップが入った商業施設 立地は烏丸御池
（1.5 等地）  
若者の流れが激変、周辺に若者向け店舗 300 店新規出
店へ 
 2004 年～ 「京都検定」 
（京都商工会議所） 
京都の歴史や文化、習慣などの精通度を審査 









2005 年 4 月 「京都迎賓館」開館 京都御苑 ブッシュ・小泉会談もここで開催 

















進活動 その結果、京都は全都道府県で最多の 44 件登
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堀川ごぼう、賀茂なすなど野菜 21 品目・109 産地を対象に「京のブランド産品」の認証
を行っている。大都市の百貨店等で扱われており、2006 年度販売額は 11.1 億円にのぼる。 
 














 お寺の街としての京都から生まれたブランドとしては、烏丸にある創業 300 年の香の老
舗「松栄堂」は、線香、匂い袋、香炉などで広い品ぞろえを持っている。東西両本願寺仏
具店、念珠店「ぜにや」や、茶の「一保堂茶舗」（京都本店）もこのカテゴリーに入るだろ







京都の企業の土着性などを挙げている。そのポイントと特徴を表 3 にまとめた。 
 
表 3 京都の老舗ブランドの強み 

































































京都から 150 人、東京・名古屋・大阪各 300 人で合計 1,050 人（20～40 代）に、それぞ
れ「東京から見た京都」、「名古屋から見た京都」、「大阪から見た京都」「京都から見た京都」
について回答してもらい、４都市で京都ブランドがどう評価されているかが調査された。 
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 その結果を、特に東京と京都に限って要約する。まず、東京と京都は相互補完関係にあ
ることがわかった。京都と東京の都市格については、下記のように集約される。 
 京都の都市格 =「文化力・歴史」×「誇り・もてなし力」＋「住みたい・好き力」 


































に対して実施された（2003 年、有効回答数 157 票、有効回答率 57.8%） 




技術力・経済力 ハードパワー △ ◎













  イノベーション・マネジメント No.5 - 19 -
























順位 都市中心部 総合魅力度 偏差値 回答者数
1 京都・四条と祇園周辺 8 72.4 87
2 札幌 7.9 71.4 114
2 神戸 7.9 71.4 98
4 鎌倉 7.8 70.3 64
5 横浜中華街・元町周辺 7.7 69.3 105
6 金沢 7.6 68.2 79
6 高山 7.6 68.2 67
6 那覇 7.6 68.2 75
9 奈良 7.5 67.2 59
10 東京・銀座 7.4 66.1 115
10 福岡 7.4 66.1 106
10 長崎 7.4 66.1 67
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祇園周辺 74.7 52 66 58.3 64.6 63.7 54.8 56.9 69.9 64.3 42.4 92
2 札幌 52.4 67.9 76.7 78.1 76.2 84.4 52.6 51.7 88.4 77.1 62.8 118
2 神戸 60 74.1 67 63.2 65.9 67 59.9 55.3 57.5 86.5 47.8 104
4 鎌倉 75.4 51.3 47.3 46.9 77.7 45.2 62.1 46 52.3 48.3 74.6 70
5 横浜中華街・
元町周辺 57.7 53.7 73.3 79.4 62.5 53 48.3 51.2 56.3 64.5 39.8 112
6 金沢 71.1 54.1 54 63.6 67.1 63.2 64 48.1 55.3 48.2 52.8 86
6 高山 73.5 46.2 50.6 57.6 59.9 61.9 58.1 44.3 86.9 49.1 65.8 68
6 那覇 59.6 46.7 63 63.7 50.1 68.2 47.6 51.9 58.4 48.6 66.6 77
9 奈良 73.7 42.9 44.5 41 83.1 56.7 74.3 50.3 54.7 48.7 61.9 62
10 東京・銀座 49.5 82.5 79.7 57.6 40.3 54.4 49.3 79.4 48.3 70.5 37.9 120
10 福岡 46.8 69.3 76.6 72.1 52.5 72.3 55.8 66.5 67.4 58.5 44.2 115
10 長崎 66.8 50.9 51.8 65.3 63.3 59.4 53.8 46 72.5 68.6 50.3 71
～
17 京 都 ・ 北 山
通り周辺 58 56.2 48.5 43 68.3 49.1 47.8 42.6 46.9 47.5 50 51
～
36 JR京都駅周
辺 48.5 61.4 56.9 44.9 40.8 64.9 46 53.4 47.9 52.5 38.5 110
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